


  

『ねらいとする道徳的価値について、児童の発言や思考の流れから、その理解を更に広げたり、深めたりしていくための発問』 

重点① 発問  

目標  
児童の発言を一度受けとめ、生きた問いにより、児童の思考を
深める 
 

☆問いの分類化    
・逆説「～しなくてもいいのでは？」  
・仮定「もし～だったら？」 
・具体「例えば？」          
・比較「違いは？」 
・変換「それってどういうこと？」   
・矛盾「～じゃなかったの？」 
・理由「なぜ？」「どうして？」 

重点② 話し合い活動  

 
目標 効果的な（広がり、深まりのある）話し合いにする 
 

☆意図的、効果的な話し合い  
・形態(ペア、グループ、フリー)  
・進行(全員が話す、質問をする、GT を交える) 

☆受信者、発信者の視点（意識付け） 
 ○受 比較、分類、拡張、深化 
 ○発 相手意識をもった話し方 
☆発問の再確認、支援の問い 
☆意図的なグループ構成 

重点③ 再構築（見つめなおし） 

 
目標 児童一人一人が自らの生き方を振り返る 

 
☆意識調査（アンケート）、授業始めの考え 

→授業後の再構築、振り返りの視点 
☆振り返りの視点（掲示物） 
☆構造的な板書（見える化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

板書掲示 

年間指導計画、別葉の見直し 重点内容項目の設定 

校内研修（指導案検討、模擬授業価値理解研修） 

生きた問い 

道徳授業参観（家族） 親子歯磨き教室（家族） 

三夜踊り練習（地域） 

ありがとうの苗の掲示 

ゲストティーチャーを活用 
した授業の振り返りの掲示 

児童の輝く姿を 
可視化する写真の掲示 

交通安全教室 
（規則尊重・生命尊重） 市民祭りへの参加（郷土愛） 

こころの授業 
（人間理解・他者理解） 

ゲストティーチャーの活用 
（価値理解） 

学年目標の発表 
（他学年） 

発問自己評価シート 

学級戦略シート（友達） 


